
第３次雲南市総合計画策定支援業務

雲南市の現状整理

2023年6月29日



１．雲南市の現状
計画策定のための基礎調査

1

（１）人口
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①人口・世帯数の動向

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料）

• 2020年の雲南市の人口は36,007人であり、10年前の2010年に比べ、△5,910人（△14.1％）減少。

• 世帯数もこの10年間で12,905世帯から12,432世帯へ△473世帯（△3.7％）減少。

• 平成27年国勢調査をもとに国立社会保障・人口問題研究所が平成28年３月に発表した資料によると、今後も人口減少は続き、令
和17年には30,000人を下回ると推計される。
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国立社会保障・人口問題研究所推計値

②年齢別人口構成

• 年少人口（0～14歳）、生産年 人口（15～64歳）が減少で推移する一方、   人口（65歳以上）は増加傾向で推移

• 1995年には。   人口一人を支える生産年 人口は2.4人であったが、2020年には、   人口一人を1.2人の生産年 人口で
支える社会構造となっている。

• 国立社会保障・人口問題研究所が平成28年３月に発表した資料によると、少子化・  化の傾向は続き、2035年には   一人
をほぼ一人の生産年 人口で支える社会構造になると推計される。

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料）
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③人口動態（自然動態）

• 自然動態は、出生数より死亡 数が多く、年間400人程度の減少となっている。
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（資料：島根県人口移動調査（年報））
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③人口動態（社会動態）

• 社会動態は、転入 より転出 が多く、200人を超える転出超過となっている。
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（資料：島根県人口移動調査（年報））
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③人口動態（出生率）

• 出生数、出生率とも減少傾向に推移。合計特殊出走率は平成30年以降島根県平均値を下回り、人口維持に必要とされる2.07を大
きく下回っている。

（資料：島根県保健統計書、雲南市資料）
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④理由別移動状況

• 市外への転出理由は、「就職」「結婚・縁組」「就学・卒業」「住宅」が多くなっている。

• 2022年における県外移動の地方別内訳では、国外からの転入 が62人と最も多く、次いで広島県（56人）、東京都（30人）と
なっている。県内移動では、松江市・出雲市の2市が転入 の70％、転出 の83％を占め、卓越している。

• 直近では「結婚等」を理由とする県内転出が拡大している。

（資料：島根県人口移動調査（年報））
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（２）経済・産業
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①産業概要

• 就業 数は年々減少しており、令和2年度国勢調査によると、就業 人口は19,267人となっており、雲南市の総人口（36,007
人）に対し、53.5％の方が就業。

• 産業別にみると第3次産業が最も多く、令和2年国勢調査では全就業 の60％にあたる11,567人となっている。

（資料：国勢調査）
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②工業

• 令和元年での事業所数は80事業所、従業 数は3,409人、製造品出荷額等は約1,032億3千万円となっている。

• 2010年と比較すると、事業所数、従業 数は減少しているが、製造品出荷額等は増加し、事業所当たり・従業 当たりの製造品
出荷額等も増加している。
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③商業

• 経済センサスによると平成28年における小売業・卸売業に関する事業所数は358事業所。

• 平成16年と比べ、事業所数、従業 数、年間商品販売額はいずれも減少で推移。いずれも半減となっている。

平成１６年 平成１９年 平成２４年 平成２６年 平成２８年

事業所数 673 581 435 424 358

従業員数 2,957 2,919 1,959 2,073 1,745

年間商品販売額（万円） 6,421,056 5,853,779 3,743,093 4,121,826 3,132,000

１事業所当たり（万円） 9,541 10,075 8,605 9,721 8,749

１従業員当り（万円） 2,171 2,005 1,911 1,988 1,795
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（資料：H6～H19、H26 商業統計調査、H24,H28 経済ｾﾝｻｽ活動調査）
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④農業

• 農林業センサスによると令和2年の農家数は3,256戸。

• 農家数は減少傾向にあり、平成12年から令和2年の20年間で△2,135戸（減少率△40.0％）減となっている。
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専業農家 第一種兼業 第二種兼業 自給的農家

3,256

3,894

4,545

4,992

5,391

（資料：農林業センサス）

※R 年調査から専業農家・兼業農家の内訳不明
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• 令和2年の経営耕地面積は1,838haで、そのうち田が1,562ha、畑が239ha、果樹園が36haとなっている。

• 経営耕地面積は平成12年以降減少傾向にあり、全体で3,225haから1,838haへ減少（減少率43％）し、特に果樹園の減少率が 
くなっている。
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（資料：農林業センサス）



１．雲南市の現状
計画策定のための基礎調査

13

（３）財政状況
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H30
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R１

(2019)

R２

(2020)

R3

(2021)

市税 国県支出金 地方交付税 市債 その他

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

R１
(2019)

R２
(2020)

R3

(2021)

市税 39.7 40.1 39.9 40.6 41.5 39.8 40.4 41.4 40.2 40.2 39.6 39.2
国県支出金 74.4 43.4 40.3 42.5 44.3 46.6 41.2 47.8 42.5 43.6 82.7 74.4
地方交付税 153.1 154.2 154.8 156.2 152.7 148.6 143.5 136.9 132.8 130.8 131.0 142.1
市債 31.7 25.2 33.0 37.1 44.9 44.3 31.6 39.2 44.6 56.9 52.1 34.0
その他 33.5 35.6 28.2 28.9 33.6 34.7 31.4 32.2 34.5 41.6 39.1 38.6
合計 332.4 298.5 296.2 305.3 317.0 314.0 288.1 297.5 294.9 313.1 344.5 328.3

①普通会計参入の推移

• 市税は平成22年以降概ね横ばいで推移。国県支出金は令和2・3年度、国のコロナ対策等を活用し積極的に投資事業を実施したこ
とから近年大幅に増加している。

• 普通会計の総額は平成22年以降、増減が見られるものの全体では概ね横ばいで推移。

（資料：雲南市資料）
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②基金残高、市債残高の推移

• 基金残 について、平成22年以降、地方交付税の増加、合併特例債による地域振興基金の増により増加傾向。

• 市債残 は平成22年から平成29年にかけて減少傾向にあったが、平成29年以降増加傾向に推移。

（資料：雲南市資料）
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「課題解決先進地」と「人口の社会増」への挑戦

「
生
命
と
神
話
が
息
づ
く

新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

「
課
題
先
進
地
」
か
ら
「
課
題
解
決
先
進
地
」
へ

①みんなで築くまち（協働・行政経営）

②安全・安心で快適なまち（定住環境）

③支え合い健やかに暮らせるまち
（保健・医療・福祉）

④ふるさとを学び育つまち（教育・文化）

⑤挑戦し活力を産みだす（産業）

◎ 人口の社会増への挑戦

基本理念 雲南市の目指す姿

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

• 「第2次雲南市総合計画（2015年～2024年）」「第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、「課題解決先進地」と
「人口の社会増」の実現を目標に、以下を基本理念、目指す姿とする。

39,032

36,007

22,196

11,890

1,100

28,000人程度
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(H27)
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(R6)

2040 2060 2130

島根県人口移動調査（H27~R2）の

傾向がそのまま推移した場合

雲南市の将来目標人口

雲南市の将来目標人口

現状の傾向がそのまま推移した場合

令和６年目標人口（再設定）

33,800人

令和６年推計

33,088人

（資料：雲南市資料）
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人口の社会増に向けた重点戦略と雲南ソーシャルチャレンジバレー

重点戦略① 定住基盤の整備

重点戦略② 人材の育成・確保

１）子育て世代を重点対象とした移住・定住対策
２）子育てしながら働きやすい環境づくり
３）人口減少が激しい周辺地域への対策

１）未来をつくる意思と力を育む「子どもチェレンジ」
２）地域と自分の未来を切り拓く「若者チャレンジ」
３）自分たちが地域を経営する「大人チャレンジ」
４）地域と共に社会課題に挑む企業チャレンジ

人口の社会動態（転入から転出を
減じて人数）

人口動態（自然動態及び社会動態
の合計）

▲304人

▲782人

33人

144人

安心して暮らし続けられるまちと
感じる市民の割合

チャレンジしやすいまちと感じる
市民の割合

－

－

75％

50％

スペシャルチャレンジ制度への申
請件数 48件 14件

成果指標 目標値（R6）

成果指標 目標値（R6）

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

基準値（H30）

基準値（H30）
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政策１ みんなで築くまち《協働・行政経営》の振り返りと今

取り組んだこと

できたこと（成果） やり残したこと（課題）

• H27 「うんなん暮らし推進課」の新設、定住スタッフの体制強化・推進
• H28 雲南コミュニティキャンパス（UCC）の開校
• H30 中高生・大学生・若者を支援するスペシャルチャレンジ制度の創設
• H31 「雲南市チャレンジ推進条例」制定
• R2 コミュニティナースカンパニー（株）等が進める「地域おせっかい会議」の支援
• R3（株）LIFULL FaMと連携し、お試し「子連れオフィス」を開所
• R4 特定地域づくり事業協同組合「協同組合ワークアラウンドうんなん」設立

• 日本一チャレンジにやさしいまちの実現に向け、子ども、若者、
大人の全世代のチャレンジを支える環境整備と取り組みが進展。

• 「田舎暮らしの本（宝島社発行）」Ｒ４年度「住みたい田舎ベス
トランキング」で若者世代・単身者および子育て世代の2部門で全
国第一位に

• 人口の社会減の傾向を改善することができなかった。H29 ～R2年
にかけては改善傾向にあったが、R2からR3にかけて減少幅が増加
した。

• 地域の担い手不足が進行し、地域課題を地域主体で解決できる環
境づくりが後退した。

H29 H30 R1 R2 R3

人口の社会動態 人 ▲ 338 ▲ 304 ▲ 298 ▲ 179 ▲ 265

20歳～39歳の社会動態 人 ▲ 212 ▲ 213 ▲ 203 ▲ 107 ▲ 182

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

（資料：市民アンケート調査結果）
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政策２ 安全・安心で快適なまち《定住環境》の振り返りと今

取り組んだこと

できたこと（成果） やり残したこと（課題）

• H28 「雲南市中心市街地活性化基本計画」国の認定。コトリエット整備開始。
• H30 木次線利活用推進協議会設立
• H30 デマンド型乗り合いタクシー（だんだんタクシー）の本格運行開始
• R1 スローモビリティの実証運行開始
• R3 災害時の情報伝達手段の多様化に向けた防災無線運用開始
• R4 市営住宅「三刀屋第二団地」の竣工、雲南市脱炭素宣言
• R6 インターネットの高速化（FTTH化事業）事業完成予定

• 中心市街地活性化基本計画に基づき、三刀屋木次IC周辺地域の都
市再生整備事業が完了。都市機能の集積が図られた。

• 中心市街地において、32店舗の新規出店があり、目標値15店を大
きく上回る結果となった。

• 計画的な住宅整備の進展が図られ、H29‐R4にかけて396戸の新
設住宅建設（持ち家）、125戸の同賃貸住宅が整備された。

• 中心市街地内での民間の宅地開発、若者による新たな住宅建築も
継続して見られる状況ではあるが、人口減少社会下の影響は大き
く、目標値の達成には至らなかった。 

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

（資料：雲南市中心市街地活性化基本計画の最終
フォローアップに関する報告）

（資料：雲南市中心市街地活性化基本計画の最終
フォローアップに関する報告）
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政策３ 支え合い健やかに暮らせるまち《保健・医療・福祉》の振り返りと今

取り組んだこと

できたこと（成果） やり残したこと（課題）

• H28 地域包括ケアシステム推進会議の設置
• H28～社会福祉法人による保育園の開設、待機児童の解消への取り組み
• H28 みとや病後児保育室開所、だいとう病児・病後児保育室移転改築（H30 ）
• H29 雲南市社会法人連絡会（14法人）設立、R1から相談窓口ネットワーク事業開始
• H30 就労支援事業所「尺の内農園」の開設支援
• H30 母子健康包括支援センター（だっこ♪）開設、母子保健コーディネーターの配置
• H30 加茂B＆G海洋センター（ラソンテ）の整備
• R1 雲南市立病院のグランドオープン

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

• 雲南市立病院の地域ケア科において、訪問診療を行うなど在宅医
療の推進を行うほか、病院・診療所・福祉施設等の協議の場を設
け、在宅医療・介護連携の推進が図られた。

• 地域自主組織で地区計画が策定され（R3年度末で28組織策定済
み）、地域福祉を含む地域課題の解決に向けた取組が進んだ。

• 保育施設の拡充により、保育所待機児童数０を達成した。

• 安心して子育てができるための環境づくりに取り組んだが、合計
特殊出生率の改善には至らなかった。
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（資料：雲南市資料）
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政策４ ふるさとを学び育つまち《教育・文化》の振り返りと今

取り組んだこと

できたこと（成果） やり残したこと（課題）

• H29 市内高校に教育魅力化コーディネーターを配置、高校の更なる魅力化に取り組む
• H29 子ども家庭支援センター「すワン」開設。読み書きに困難を抱える児童生徒を指導
• R1 木次・三刀屋・吉田・掛合の４施設を統合する雲南市中央学校給食センター完成
• H30 スペシャルチャレンジ・ジュニア事業補助金制度創設
• R2 市内小中学校の児童・生徒に一人一台の学習用タブレット配布、雲南市版GIGAスクール構想に着手
• R3 永井隆記念館新築
• R5 菅谷たたら山内保存修理事業完成

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

• 市内全中学校区に設置したコミュニティ・スクール（地域運営協
議会制度）を中心に、地域・学校・家庭が連携・協働しながら、
各校区において特色ある教育活動が展開された。

• 「中高生の幸雲南塾」に取り組み、プロジェクト型学習を通じた
ふるさと協議区に取り組み、スペシャルチャレンジジュニア事業
が実践された。

• 永井隆記念館を拠点として、児童・生徒に対する平和教育に取り
組んだ。

• 全国学力調査結果において、全国平均との差が拡大し、児童・生
徒の基礎学力の向上・習得に向けた学校教育の充実が不足した。
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（資料：雲南市資料）

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

課題解決に対し、解決策を
考え、実践したことのある
 校3年生

50.0 68.8 70.8 64.6 74.0 93.5 86.6 80.7 

ふるさとが好きな 校3年生 67.9 89.0 90.3 92.7 87.8 92.2 88.6 88.9 

将来、雲南市で働きたい 
校3年生

46.4 57.0 53.7 54.4 34.3 54.5 46.0 45.5 

（資料：雲南市資料）
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政策５ 挑戦し活力を産みだすまち《産業》の振り返りと今

取り組んだこと

できたこと（成果） やり残したこと（課題）

• H28 ブランド米「プレミアムつや姫たたら焔米」を開発。栽培面積拡大、PR。
• H28 マルシェリーズショッピングセンターの回収・再オープン化支援
• H28「出雲國たたら風土記」が日本遺産に認定
• H28 コトリエット整備（再掲）
• H29 豪華寝台列車トワイライトエクスプレス「瑞風」の立ち寄り開始・情報発信及びバスツアーの運行支援
• H29 映画「たたら侍」の公開に併せた広報
• R1 国民宿舎清嵐荘の回収整備完了
• R2 神原企業団地の分譲開始
• R3 雲南吉田木材流通拠点施設開設
• R4 松江自動車道加茂バストップIC完成・供用開始

• 起業支援により、R3には24件の起業が達成され、5年間で99件の起
業ができた。

• 市外からの立地認定が２件、地場企業の立地認定が10件があり、新
規増加雇用者数41人が確保できた。

• ドローンを活用した測量などによる森林現況調査の実施、「森林・
林業振興方針」の策定により、森林資源の活用が進んだ。

• 事務系職場の誘致に成功し、R4に（株）バント（本社：東京）が木
次町内に新たなサテライトオフィスを開設

H29 H30 R1 R2 R3

起業数 件 18 18 17 22 24

市外からの立地認定件数 件 0 0 0 0 ２

地場企業の立地認定件数 件 ０ 3 3 3 2

新規増加雇用 数 人 － 11 13 24 41

事務系職場の誘致件数 件 － － 0 0 1

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

• 観光情報の発信、観光資源の充実、受け入れ態勢の充実に取り組
んできたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響等もあり、観
光入込客数、観光消費額とも目標を未達となった。
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「人口の社会増」への挑戦の振り返りと今

■ 人口推移 ■人口動態

２．雲南市のこれまでの取り組み
「第2次雲南市総合計画後期基本計画・第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

• 第2期雲南市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、前期基本計画（平成27年度～令和元年度）期間中の早い段階
で、社会動態による人口の減少を食い止め、後期基本計画（令和2年度～令和6年度）期間中に増加となることを目
指していた。

• しかし、社会増減はマイナスで推移し、総人口は国立社会保障・人口問題研究所の推計人口を下回る減少幅となっ
ている。

• 令和3年度に令和4年度～令和6年度の目標人口の見直しを行った。
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地域自主組織の現状と今後の見通し

• 雲南市では平成16年の合併時より、地域の個性と主体性を生かしたまちづくりを進めるため、小地域のごとの自治
組織の立ち上げと、自治組織を中心とする地域自治を推進。

• 地域自主組織は概ね小学校区単位で編成されている住民組織で、自治会・消防団・ＰＴＡ・老人クラブといった各
種団体で構成されており、交流センターを活動拠点として、地域づくり・地域福祉・生涯学習（社会教育）の３本
柱の分野を中心に、様々な活動を展開する。

• 現在、市内には30の地域自主組織が存在する。
• 市全体の  化が進む中、自主組織には  化率がすでに45％を超える地域もある。今後、さらなる  化の進行
が見込まれる中、新たな担い手不足を課題とする地域の発生が懸念される。

３．雲南市のこれまでの取り組み
地域自主組織を単位とするまちづくり

（資料：雲南市立地適正化計画）



島根県東部の内陸部に位置し、地区の中心を流れる阿用川に沿って田畑が広がる静かな里山。「阿
用」という地名は『出雲国風土記』にもある、ひとつ目鬼伝説に由来している。

自然が豊かで、近隣にはスーパーや病院などもある生活のしやすさから、近年は移住を希望する人
も増えている。しかし、地区の高齢化は年々進んでおり、阿用地区振興協議会を中心に、高齢者の見
守りや生活支援、健康維持に取り組むとともに、子どもたちとの三世代交流や、地元の名峰である清
久山（せいきゅうざん）の登山道維持活動などを積極的に行っている。



 
雲南市の最東部に位置し、「神楽といで湯の郷」として知られる。地区に湧き出る「海潮温泉」は、

出雲国風土記に記された歴史ある温泉で、江戸時代には松江藩主の松平不昧公も訪れたといわれる。
また、この地で古くから栄えてきた出雲神代神楽も有名で、各地での公演活動や夜神楽の上演など、
伝統文化を色濃く受け継いでいます。地区内には日本初之宮・和歌発祥の地として名高い「須我神
社」をはじめ、日本の棚田百選に選ばれている「山王寺の棚田」や、ため池百選に選ばれている「う
しおの沢池」など、魅力あふれる名所が数多く点在。「ホタルの里」としても名高い。



大東町の南東部に位置し、久野川の流域に広がる緑豊かな久野地区。奥出雲でたたら製鉄が盛ん
だった時代、鉄が運ばれる輸送路の要衝であった。また、久野川流域で採取される砂鉄と豊かな森林
資源から、久野地区でもたたら製鉄が行われており、山々には｢たたら｣の跡が点在。県内の製鉄業が
縮小するとともに、基幹産業は農業へとシフト。標高が高い久野地区は、昼夜の寒暖差が大きく綺麗
な水に恵まれ、米の産地として高く評価されている。特に上久野の米は、ブランド米として名高い仁
多米に負けない味と評判。



 
5世紀頃から集落ができたといわれる雲南市大東町の佐世地区。出雲国風土記には「ヤマタノオロ

チを退治したスサノオノミコトが踊っている時、頭に挿していた佐世乃木の葉のかんざしが落ちたこ
とから、その周辺を佐世と呼ぶようになった」と地名の由来が記されまている。

佐世地区の基幹産業は農業であり、明治まで養蚕が盛んで、各所でカイコの餌になる桑が育てられ
ていた。昭和中期には養鶏や和牛の飼育を行う家が多く見られるなど、当時は畜産業も盛んな地域。



2011年に塩田小学校が閉校したが、閉校後の校舎や校庭の活用方法などを住民同士で考えるなど、
「地域に住んでいる人が楽しめて、元気になれる取組」を行っている。また、地区内にある小高い
丘には、「塩田すくね（も）塚」がある。江戸時代、なかなか許可が下りなかったという新田開墾
を行い、多くの農民を救ったといわれる大塚与兵衛が眠る場所で、今でも地域の人々から大切にさ
れている。手作りの看板を立てるなど、塩田地区のシンボルとして守られ続け、地域の魅力を伝え
る資源として活かされている。



雲南市大東地区は出雲地方のほぼ中央に位置し、斐伊川の支流・赤川沿いに町が広がっている。赤川
とその支流では、6月になると無数のホタルが飛び交い、幻想的な光景を鑑賞することができる。一時
ホタルが激減したことから「赤川ほたる保存会」が結成され、学校をはじめ町全体でホタルの住み良い
環境づくりを進める取り組みが行われている。また、交通の要衝として栄え、かつては湯町街道、大原
街道、仁多街道など、江戸時代には市場が立つほど町が賑わっていた。



幡屋地区の大字である仁和寺という地名は、平安時代に敦実親王が京都の御室「仁和寺」の末寺とし
て、この地区に「覚惣院」を建立し、親王の死後に寺号を仁和寺に改めたことに由来すると平安時代の
古記録に記されている。（伝承によると仁和寺は源義親の乱により焼失）

地区には30分で登頂できる標高372mの丸倉山（馬鞍山）があり、年間に多くの人が登山やトレッキ
ングを楽しむために訪れる。また、幡屋交流センターの近くにある西小学校では、国の特別天然記念物
であるコウノトリが校庭で巣作りをすることで広く知られており、コウノトリの繁殖活動のため、児童
たちを中心に地域をあげて環境活動に力を入れている。



東西に長く伸びた長靴のような形の地域で、面積の約2/3が山林からなる自然豊かなエリア。春殖と
いう地名は「出雲国風土記」の中に出てくる春殖社（御祭神はイザナギノミコトとイザナミノミコト）
の社号に因み、春殖村となったのが由来のよう。

地域を流れる赤川沿いに植栽された「春紅桜（しゅんこうざくら）」は毎年春になると鮮やかに咲き
誇り、ピンク色に染まった桜並木の風景は地域の人たちの目を楽しませる。国の特別天然記念物である
コウノトリの繁殖にも力を入れており、毎年数羽の雛が育つ日本国内でも他に例が少ない繁殖率となっ
ている。



「神原神社古墳」や「加茂岩倉遺跡」などの歴史的遺産が数多く発掘され、豊かな自然を残している。
一方、地区の中心部には大型スーパーや新しい住宅も多くみられる。

出雲市や松江市へのアクセスの良さ、子育てのしやすさなどから、若者や子育て世代も多く暮らして
いる。まちづくりの中心を担っているのは、地域自主組織「加茂まちづくり協議会」。14支部及び自治
会と一体となって、協議会の構成団体や学校とも連携して活動する。2022年4月には新しい交流セン
ターが完成、地域活動の拠点として防災・子育て支援・生涯学習・健康福祉などの事業を行っている。



中国山地の山々に囲まれ、奥出雲町と接する温泉地区。地区を流れる斐伊川沿いには、『出雲国風
土記』にも登場する名湯「出雲湯村温泉」が湧き、上流にある尾原ダムの「さくらおろち湖」周辺で
は、ボート競技や自転車競技などが盛ん。また、2014年に閉校した地区の小学校は、現在、不登校支
援の拠点として活用される。地域自主組織「ダム湖の郷」を中心に、尾原ダム周辺の環境維持をはじ
め、スポーツイベントの開催や運営参加、特産品開発、さらにそれらに伴う雇用創出などに力を入れ
ている。



木次町中央部、斐伊川の中流域に位置する三新塔地区。川沿いの堤防には桜並木が続き、春を迎
えると多くの花見客で賑わう。JR木次駅を中心に半径約500mの三日市・新町、新しい団地がある
塔の村の３つの地区を合わせて「三新塔」と言う。三日市・新町地区は地域の商業や文化の中心地
として繁栄。1985年頃まで食料品や生活用品など多様な商店が軒を連ねており活気のある地域で
あった。様々な地域課題を解決するため、３つの地区で連携した取り組みが進められている。



雲南市の中央部に位置し、斐伊川沿いに広がる地域で、対岸には桜の名所の斐伊川堤防桜並木が
ある。松江自動車道三刀屋・木次ICに近く、出雲市には車で30分ほど。近隣には商業施設や病院な
どがそろい、その暮らしやすさから、近年は子育て世代向けのアパートが増えるなど、開発が進ん
でいる。

このため、地区の住民のうち3割が転入者。昔からの住民と転入してきた若いファミリー層が入り
混じり、多様な世代が暮らしている。



久野川と斐伊川流域に位置する5つの自治会で構成されている。古事記に記されている神話「ヤマ
タノオロチ伝説」の中で、スサノオノミコトが川で箸を拾う場面の舞台はここ新市といわれており、
地区にある八俣大蛇（ヤマタノオロチ）公園にはスサノオとオロチが対決している石像や「箸拾いの
碑」が設けられている。



豊かな自然と環境に恵まれ、長い歴史と文化に彩られた地区。神話「ヤマタノオロチ伝説」ゆかり
の地で知られ、スサノオノミコトがオロチを退治する際に「八塩折（やしおり）の酒」を入れたとい
う壺が祀られた八口神社（印瀬の壺神）を始め、神話にまつわる伝承地が多く存在。

伝統文化としては西日登神楽社中があり、文久元年に西神楽と称して発足して以来、現在まで西日
登小学校での神楽クラブや年度末の神楽公演、夏の高津公園まつりなどを通して大切に引き継がれて
きた。出雲大社での奉納を始め、靖国神社、金刀比羅宮など各地の神社で神楽奉納を行ってきた。



市の中心部にあり、市役所や消防署をはじめとする多くの公共機関や、複数の教育施設が集中。国
道等が通り交通アクセスも良く、人口が安定しているため、新たな大型住宅団地等も建設されるなど、
活気あるまちづくりが進められている。地区内にそびえる「城名樋山（きなひやま）」は出雲国風土
記にも記されている山で、大国主命（オオクニヌシノミコト）が兄弟である八十神(やそがみ)を討つた
めにこの山に城砦を設けたといわれている。また、戦国時代には尼子と毛利の戦いが行われた地でも
あり、多くの歴史を刻んでいる山として知られている。



雲南市の中央部の山間にある農村地帯。戦後の復興途上の時代から全国に先駆けて「地域づくり」「人
づくり」を理念として取組を進めてきた地区で、その背景には日本の教育者として名高い加藤歓一郎先生
の存在がある。加藤先生は日登村立日登中学校の初代校長や、当時は全国的にまだ少なかった公民館を発
足して館長を務めるなど、地域や地域を担う人づくりに尽力。中でも加藤先生が提唱する生産教育（産業
教育）の実践などは全国から注目され、現在もその教えを受け継ぎながら、地域の教育現場では食と農の
「日登教育」が続けられている。また、この地区ではホシザキ電機の創業者である坂本薫俊氏や、木次乳
業創業者の佐藤忠吉氏といった、島根を代表する企業の創始者を輩出。



古くから商工業の中心地として栄えたエリア。江戸から明治時代にかけては奥出雲のたたら製鉄で
生産された鉄の加工地として知られ、最盛期には50件ほどの鍛冶屋が千歯こきなどの鉄製品を作って
いた。地区の通りは広々としており、運搬に利用した馬車が往来していた面影が感じられる。

明治以降になると紙座が設けられ、毎月八日に紙市が開かれたことが地域名である「八日市」の由
来となった。地区内にある「浪速の大松」は、樹齢450年の見事な松が屋根を突き抜けるようにそびえ
る珍しい光景で、1813年に伊能忠敬が測量の際に訪れたとの記述が残っている。



高速道路や国道が通る雲南市の商業エリアから車で約15分の、比較的便利な立地。出雲国風土記や
延喜式に記される古社「飯石神社」や、「多久和城」をはじめとする山城跡やたたら跡など、多くの
歴史遺産が点在する地域。

また、長崎で原爆に遭い、自らも重症を負いながら多数の被爆者を救済したことで知られる永井隆
博士が、幼少期を過ごしたとして知られる地域。病床で執筆し、平和を訴え続けた数々の著書は国内
外問わず多くの人の胸を打ち、現在も平和への大きなメッセージとして読み継がれてる。



三刀屋川の北側に位置し、雲南市三刀屋町にある。鎌倉から戦国期にこの地を支配した三刀屋氏の
居城だった「じゃ山」城跡、三刀屋城跡がある歴史が深い地域。三刀屋川のほとりには公園があり、
両岸約２kmにわたって桜が植えられており、お花見の季節には大勢の花見客でにぎわう。ソメイヨシ
ノが中心ですが、時期を違えて咲き誇る「御衣黄（ぎょいこう）」という淡い緑色の花を咲かせる珍
しい桜も120本ほど植えられており、三刀屋町の名物になっている。



雲南市三刀屋町の山間部に位置する。地区の中心地はかつて「中野銀座」と呼ばれ、とても賑わい
を見せていた。地区内には「がん封じ」で知られる成覚寺があり、毎年4月の第2日曜日には「がん封
じ笹酒まつり」が行わる。護摩壇（ごまだん）の火で温められた竹筒の「笹酒」を飲むとがんの予防
にご利益があるといわれ、多くの人が訪れる。

自治会など地域の人たちの集いなどを昔から大事にしている地区であり、２つの神楽団では若い人
たちを中心に積極的に活動している。



地域自主組織「躍動と安らぎの里づくり鍋山」は、“無理をしない”をモットー に、地域福祉を中心
とした取り組みを行っている。水道検針時に高齢者の見守り活動を行ったり、地区内に住む看護師が
交流サロンを開催するなど、楽しみながら活動を続けている。



斐伊川支流の三刀屋川沿いに位置し、江戸時代には宿場町として栄えた地域。毎年、三刀屋天満宮
のお祭りには当時の街道沿いに出店が並び、多くの人たちで賑わう。

三刀屋川の河畔には2kmに渡って約1,000本の桜が植えられ、春には川沿いと三刀屋城址公園にソ
メイヨシノが咲き誇り、地域を美しく彩る。また、地区内には黄緑色の花びらを持つ珍しい桜「御衣
黄（ぎょいこう）」も植えられており、桜の季節になるとたくさんの花見客が訪れる。



「田井」という地名の由来は、奥出雲町との境にそびえる鯛酢山（たいのすやま）にある鯛岩（二
匹の鯛が重なりあった形）から命名されたと言われている。地区内を流れる斐伊川のたもとには出雲
湯村温泉・国民宿舎「清嵐荘(せいらんそう)」があり、山々に囲まれながらゆっくりとくつろげる温泉
として、多くの人が訪れている。

また、神楽が盛んな地域であり、「深野神楽保存会」には若手メンバーも所属し、日々、練習を重
ねながら伝統芸能の継承に取り組んでいる。



雲南市の南端に位置する。島根県内でたたら製鉄が盛んに行われた時代、この地でも製鉄が主な産
業になっていました。今でも地区のあちこちに野だたらの跡が見られる。たたら炭（木炭）も多く作
られ、製鉄産業が下火になってからも生産を継続。たたら炭の技術を用いた炭は高く評価されていた
といわれている。



松江藩の鉄師筆頭田部家とともに企業城下町として発展した。この地の基盤となった「たたら文
化」は日本遺産に、白壁土蔵群など製鉄産業隆盛の時代の面影が残る町並みは夢街道ルネサンスに認
定されている。吉田地区振興協議会では、課題となっている人口減少・少子高齢化の対策として、
2013年に地区内の企業・NPO・農事組合法人などで地域協議会「よしだ円卓会議」を立ち上げた。吉
田交流センターを主な拠点に、「福祉と安全」「人づくり」「活力創造」を地区計画の柱として地域
づくりを進めている。



雲南市の南部に位置する入間地区は標高が高く、冬は積雪の多い地域。住民有志による灯油の配達
や除雪、草刈りの有償ボランティア活動も始まっている。これらの活動は一人暮らしの高齢者等の見
守りにもつながっている。



雲南市の南西部に位置する。山あいの美しい地域で、掛合町の人口の約半数が住んでいる町の中心
となる場所。病院や小中学校・高校、団地、スーパーやコンビニ、銀行もあり、田舎と都会の良いと
ころを持っている。

飛鳥時代には飯石郡の郡家（役所）が置かれ、交通の要衝にもなっていた。その後も長きにわたっ
て出雲街道の宿場町として栄え、街並みの一部には今も往時の面影が残っている。



雲南市の中心部から国道54号を南へ進んだ雲南市掛合町の北部に位置。地名である「多根」は「出
雲国風土記」で大国主命（オオクニヌシノミコト）と少彦名命（スクナヒコナノミコト）が国造りの
際に、この地で稲種を落としたことに由来しており、地区内には神田の石碑が2カ所建てられている。

また、仏教僧の行基が創建したといわれる天台宗の「円通寺」があり、ここから中国山地の山々や
晩秋の雲海など、絶景を望むことができる。



雲南市南西端の山あいにある。以前は宿場町として発展していましたが、近年では人口減少が深刻
化。地域の賑わいを取り戻そうと、地域自主組織「波多コミュニティ協議会」が、廃校となった小学
校を活用した「波多交流センター」を拠点に活動を開始した。①思いやりをもって助け合える仕組み
づくり、②生き生きと元気で前向きな暮らしづくり、③波多を愛する心を育む、この３つの目標に向
かい、買い物支援や自治会輸送、温泉施設の運営等、さまざまな分野の取り組みを進めている。



雲南市掛合町の西側に位置する。地区内には日本の滝百選に選ばれている「龍頭（りゅうず）が
滝」があり、樹齢400年余の大杉が立ち並ぶ遊歩道を抜けると、40メートルの高さから流れ落ちる滝
の壮観な光景を見ることができる。8月には「龍頭が滝祭り」が開催され、地元の人たちによる滝踊り
が披露されるなど多くの人で賑わう。

また、地域に古くから伝えられている松笠歌舞伎は、後世に残したい大切な伝統芸能の一つです。
地区の中で世代を超えて、今も継承され続けている。
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